
漢
語
を
め
ぐ
る
連
合
関
係

―
―
「
商
議
／
商
量
」
と
「
談
合
／
相
談
」
と
―
―

今

野

真

二

は
じ
め
に

『
水
滸
伝
』
巻
十
五
、
第
十
五
回
「
呉
学
究
説
三
阮
撞
籌
（
１
）」、
呉
学

究
が
石
碣
村
に
住
む
立
地
太
歳
阮
小
二
、
短
命
二
郎
阮
小
五
、
活
閻

羅
阮
小
七
の
三
人
を
、
自
ら
の
計
画
に
引
き
入
れ
よ
う
と
晁
蓋
と
話

し
合
っ
て
い
る
場
面
及
び
そ
れ
に
続
く
呉
学
究
と
三
兄
弟
の
会
話
の

中
に
次
の
よ
う
な
行
り
が
あ
る
。
括
弧
内
に
駒
田
信
二
『
水
滸
伝
』

（
一
九
七
二
年
平
凡
社
刊
）
の
現
代
日
本
語
訳
を
添
え
る
。

ａ
晁
蓋
道
、
我
也
曾
聞
這
阮
家
三
弟
兄
的
名
字
、
只
不
曾
相
會
。

石
碣
村
離
這
里
只
有
百
十
里
以
下
路
程
、
何
不
使
人
請
他
們
来

商
議
。（「
阮
家
の
三
兄
弟
な
ら
、
わ
た
し
も
名
前
は
聞
い
て
い

る
。
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石
碣
村
は
こ
こ
か
ら
せ

い
ぜ
い
百
十
里
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
誰
か
使
い
を
や
っ

て
、
相
談
に
き
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
上
巻
一
七
〇

頁
）

ｂ
阮
小
二
道
、
先
生
�
不
知
、
我
弟
兄
們
幾
遍
商
量
、
要
去
入
夥
。

（「
先
生
、
じ
つ
は
そ
の
こ
と
は
、
わ
し
た
ち
兄
弟
で
も
う
な
ん

べ
ん
も
行
こ
う
か
行
く
ま
い
か
と
話
し
あ
っ
た
ん
で
す
。」
上

巻
一
七
一
頁
）

こ
こ
で
は
「
商
議
」「
商
量
」
と
い
う
中
国
語
が
会
話
文
中
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。『
水
滸
伝
』
全
体
で
は
前
者
は
二
〇
〇
例
ち
か
く
、
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後
者
も
七
〇
例
ち
か
く
見
ら
れ
る
と
覚
し
い
。「
商
議
」
は
唐
の
白

居
易
の
「
與
茂
昭
詔
」
に
「
如
或
乖
違
、
續
有
商
議
」
と
、
ま
た

「
商
量
」
は
『
魏
書
』
巻
一
一
一
「
食
貨
志
」
に
「
臣
等
商
量
、
請

依
先
朝
之
詔
、
禁
之
為
便
。
防
姦
息
暴
、
断
遣
軽
重
、
亦
準
前

旨
。」
と
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
古
典
中
国
語
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

『
漢
語
大
詞
典
』
第
二
版
は
「
商
議
」
の
意
味
を
「
商
量
討
論
」

と
説
明
し
、「
商
量
」
の
意
味
を
「
商
決
」「
計
議
」「
討
論
」
と

い
っ
た
語
で
置
き
換
え
て
説
明
し
て
い
る
。「
商
議
」
の
説
明
中
に

「
商
量
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
商
議
」
の
「
商
」
を
説

明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
討
論
」
は
「
商
議
」
の
「
議
」

を
説
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
現
代
中
国
語
と
し
て
は
、

「
商
議
」
は
「
商
量＝

相
談
す
る
／
意
見
を
か
わ
す
」
＋
「
討
論＝

討
論
す
る
」
の
意
味
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
「
討
論
」
は
「
商
量
」

の
説
明
中
に
も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
語
は
こ
の
「
討
論
」

と
い
う
意
味
を
と
も
に
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
に
お
い

て
両
語
は
中
国
語
に
お
け
る
意
味
に
重
な
り
合
い
が
あ
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。「
商
量
」（shangliang

）
は
現
代
中
国
語
と
し
て
も
使
用

さ
れ
て
い
る
と
覚
し
い
が
、「
商
討
」（shangtao

）、「
商
酌
」

（shangzhuo

）
な
ど
も
「
商
量
」
と
語
義
が
ち
か
い
現
代
中
国
語

と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
「
商
議
」
及
び
「
商
量
」
を
採
り
上
げ
、
主
に
江
戸
期

か
ら
明
治
期
と
い
う
絞
っ
た
期
間
を
注
視
し
、
そ
の
時
期
の
日
本
語

の
中
で
、
こ
れ
ら
の
語
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
か
の
概
観

を
報
告
し
、
そ
の
使
用
を
通
し
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一

江
戸
期
の
文
献
に
み
え
る
「
商
議
／
商
量
」

宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
九
月
に
上
編
二
十
冊
（「
巻
之
一
」
〜

「
巻
之
十
五
」
ま
で
の
十
五
巻
。
内
容
は
百
回
本
の
第
三
十
一
回
末

ま
で
）
が
刊
行
さ
れ
た
『
水
滸
伝
』
の
翻
訳
書
『
通
俗
忠
義
水
滸

伝
（
２
）』
で
は
前
掲
ａ
ｂ
の
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
引

用
文
中
の
「
／
」
は
改
行
、「
』」
は
改
丁
を
示
す
。

ａ
晁
蓋
（
テ
ウ
カ
イ
）
カ
曰
。
我
モ
曽
（
カ
ツ
）
テ
阮
家
（
ゲ
ン

カ
）
三
／
兄
弟
（
ケ
イ
テ
イ
）
ガ
名

（
ナ
）
ヲ
聞
（
キ
）
ケ

リ
。
石
碣
村
（
セ
キ
ケ
ツ
ソ
ン
）
ハ
。
此
処
ヨ
リ
僅
（
ワ
ツ

カ
）
百
里
（
リ
）
ニ
ハ
過
（
ス
ギ
）
ザ
ル
／
路
（
ミ
チ
）
ナ
レ

ハ
。
急
（
キ
ウ
）
ニ
人
ヲ
馳
（
ハ
セ
）
テ
コ
レ
ヲ
邀
（
ム
カ
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ハ
）
バ
可
（
カ
）
ナ
ラ
ン
ヤ
。（
上
編
巻
之
七
、
十
五
ウ
）

ｂ
阮
（
ケ
ン
）
／
小
二
カ
曰
先
生
（
セ
ン
セ
イ
）
未
（
イ
マ
）
ダ

知
（
シ
）
ラ
ザ
ル
所
ア
リ
。
我
等
（
ラ
）
兄
弟
（
ケ
イ
テ
イ
）

幾
度
（
イ
ク
タ
ビ
）
カ
此
事
（
コ
ノ
コ
ト
）
／
ヲ
商
議
（
シ
ヤ

ウ
キ
）
シ
テ
梁
山
泊
（
リ
ヤ
ウ
サ
ン
ハ
ク
）
ノ
賊
衆
（
ソ
ク
シ

ユ
）
ニ
加
（
ク
ハ
ヽ
）
ラ
ン
ト
欲
セ
ト
モ
。
〜
（
同
二
十
三

ウ
）

振
仮
名
は
す
べ
て
右
側
に
施
さ
れ
て
い
る
。
以
下
引
用
に
あ
た
っ

て
、
右
振
仮
名
は
特
に
そ
れ
と
断
ら
ず
括
弧
内
に
入
れ
、
左
振
仮
名

を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
「
左
」
と
記
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
翻
訳
の
「
程
度
」
を
論
う
こ
と
は
稿
者
の
能
力
を
は
る
か
に
超

え
た
こ
と
で
あ
る
の
で
そ
れ
は
措
く
と
し
て
）
ａ
に
は
も
と
も
と

『
水
滸
伝
』
で
使
わ
れ
て
い
た
「
商
議
」
に
は
っ
き
り
と
対
応
す
る

表
現
が
み
ら
れ
な
い
。
ｂ
で
は
『
水
滸
伝
』
で
は
「
商
量
」
が
使
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
「
商
議
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
と
覚
し
い
。

『
水
滸
伝
』
原
文
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
商
議
」
が
翻
訳

文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
な
例
は
第
十
五
回
中
か
ら

で
も
、
他
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
水
滸
伝
』
に
「
呉
用
尋

思
道
、
這
酒
店
裡
難
説
話
。
今
夜
必
是
他
家
権
宿
、
到
那
里
却
又
理

會
。」（
呉
用
は
考
え
た
。「
こ
の
店
で
は
話
が
で
き
な
い
。
今
夜
は

ど
う
せ
彼
ら
の
と
こ
ろ
へ
泊
ま
ら
ね
ば
な
ら
ん
が
、
万
事
は
そ
こ
へ

行
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
し
よ
う
」
一
七
四
頁
）
と
あ
る
箇
所
、『
通

俗
忠
義
水
滸
伝
』
に
は

ｃ
〈
呉
用
（
ゴ
ヨ
ウ
）
私
（
ヒ
ソ
カ
）
ニ
思
（
ヲ
モ
）
ヒ
ケ
ル
ハ
。

此
酒
（
サ
カ
）
／
店
（
ヤ
）
ニ
テ
ハ
。
密
事
（
ミ
ツ
ジ
）
ヲ
語

（
カ
タ
ル
）
ニ
。
宜
（
ヨ
ロ
シ
）
カ
ラ
ス
。
今
宵
（
コ
ヨ
ヒ
）

ハ
且
（
マ
ツ
）
渠
等
（
カ
レ
ラ
）
カ
家
（
イ
ヘ
）
ニ
。
一
宿

（
シ
ユ
ク
）
／
シ
。
其
便
机
（
ビ
ン
ギ
）
ニ
乗
（
セ
ウ
）
ジ
テ
。

事
（
コ
ト
）
ヲ
商
議
（
シ
ヤ
ウ
ギ
）
セ
ン
ト
。〉（
巻
之
七
、
二

〇
オ
六
行
目
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
も
と
も
と
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
商

議
」
が
翻
訳
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
商
議
」
は

『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
の
翻
訳
文
中
で
は
あ
る
程
度
使
い
こ
な
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
。

ｄ
此
ノ
時
首
座
（
シ
ユ
ソ
）。
衆
僧
（
シ
ウ
ソ
ウ
）
ト
商
議
（
シ

ヤ
ウ
キ
）
シ
テ
云
ケ
ル
ハ
。』
我
（
ワ
レ
）
彼
（
カ
ノ
）
魯
達

（
ロ
タ
ツ
）
ヲ
見
（
ミ
）
ル
ニ
。
眼
（
マ
ナ
コ
）
兇
（
キ
ヤ
ウ
）
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臉
悪
（
ツ
ラ
フ
ク
レ
）
ニ
シ
テ
。
出
家
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
人
品
（
ジ

ン
ヒ
ン
）
ニ
／
非
（
ア
ラ
）
ズ
。
我
今
長
老
ニ
此
ノ
由
（
ヨ

シ
）
ヲ
稟
（
モ
フ
サ
）
ン
ト
存
シ
候
フ
。
各
（
ヲ
ノ
�
�
）
ハ

イ
カ
ヾ
思
ヒ
候
／
ヤ
ト
問
（
ト
ヒ
）
ケ
レ
ハ
。
衆
僧
（
シ
ウ
ソ

ウ
）
皆
（
ミ
ナ
）
然
（
シ
カ
）
リ
ト
同
シ
。
サ
ラ
バ
知
客
師

（
シ
カ
ス
）
ハ
且
（
マ
ヅ
）
趙
員
（
チ
ヤ
ウ
イ
ン
）
／
外
（
ク

ハ
イ
）
ニ
挨
礼
（
ア
イ
サ
ツ
）
ヲ
到
シ
候
ヘ
。
我
レ
々
（
�

�
）
ハ
其
隙
（
ソ
ノ
ヒ
マ
）
ニ
長
老
ト
宜
ク
商
議
（
ヒ
ヤ
ウ

キ
）
ス
ベ
シ
ト
議
定
（
キ
ヂ
ヤ
ウ
）
シ
テ
。（
上
編
巻
之
二
、

十
五
オ
四
行
目
）

こ
の
箇
所
に
対
応
す
る
『
水
滸
伝
』
第
四
回
「
趙
員
外
重
修
文
殊

院
」
は
「
只
見
首
座
與
衆
僧
自
去
商
議
道
、
這
箇
人
不
似
出
家
的
模

様
、
一
雙
眼
恰
似
賊
一
般
。
衆
僧
道
、
知
客
、
�
去
邀
請
客
人
坐
地
、

我
們
與
長
老
計
較
。」
で
、『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
二
つ
め
の
「
商

議
」
は
原
文
の
「
計
較
」
を
（
翻
訳
し
て
）
置
き
換
え
、（「
シ
」
と

あ
る
べ
き
箇
所
を
「
ヒ
」
と
し
た
と
い
う
誤
刻
の
疑
い
が
尚
な
い
で

は
な
い
が
、
そ
れ
は
な
い
と
み
る
こ
と
に
し
て
）
そ
れ
に
漢
語
「
ヒ

ヤ
ウ
ギ
（
評
議
）」
と
振
仮
名
を
施
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
は
「
計
較
」
が
「
商
議
」
と
日�

本�

語�

と�

し�

て�

翻
訳
さ
れ
、
そ

れ
に
「
ヒ
ヤ
ウ
ギ
（
評
議
）」
と
振
仮
名
が
施
さ
れ
る
と
い
う
「
層
」

が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
商
議
」
は
「
計
較
」
と
い
う
中
国
語

を
翻
訳
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
程
度
に
は
（
こ
の
翻
訳
を
行
な
っ
た

人
物
ぐ
ら
い
に
『
水
滸
伝
』
を
か
た
ち
づ
く
る
中
国
語
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
人
物
に
は
）
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ

ら
に
説
明
が
必
要
な
漢
語
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

次
に
『
水
滸
伝
』
に
使
用
さ
れ
た
語
句
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
注

解
を
施
し
た
文
献
及
び
「
唐
話
辞
書
」
と
便
宜
括
ら
れ
る
こ
と
の
あ

る
辞
書
体
資
料
を
幾
つ
か
掲
げ
て
み
る
。

商
量
投
拝
為
上
旦
解
一
国
之
危
﹇
投
拝
ト
ハ
降
参
ス
ル
コ
ト
也

言
ハ
／
ダ
ン
カ
ウ
シ
テ
降
参
ス
ベ
シ
ト
云
コ
ト
﹈（
岡
白
駒

『
水
滸
傳
譯
解
』
坤
、
百
十
七
回
分
（
３
））

商
議

相
談
也
（『
忠
義
水
滸
傳
（
４
）』）

商
議
（
ソ
ウ
ダ
ン
）（『
水
滸
傳
抄
解
』
第
一
回
分
）

商
議
（
シ
ヤ
ン
ニ
イ
）﹇
相
談
／
ナ
リ
﹈（
陶
山
南
濤
『
忠
義
水

滸
傳
解
』
三
十
オ
二
行
目
）

通
個
商
量
﹇
サ
ウ
ダ
ン
ヲ
／
キ
ワ
メ
ン
﹈（『
忠
義
水
滸
傳
鈔

譯
』
第
十
七
回
分
）

商
量

ハ
カ
リ
ハ
カ
ル
便
云
ソ
ウ
ダ
ン
ス
ル
コ
ト
（『
語
録
譯
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義
』）

商
議
（
シ
ヤ
ン
イ
ヽ
）﹇
ダ
ン
／
ガ
ウ
／
ス
ル
﹈
商
量
（
シ
ヤ

ン
リ
ヤ
ン
）
同
上
（『
唐
話
為
文
箋
』）

商
議

相
談
ナ
リ
（『
劇
語
審
譯
』）

議
論
見
（
ニ
イ
ル
イ
ン
ケ
ン
）
ギ
ロ
ン
ス
ル

商
議
見
（
シ
ヤ

ン
テ
イ
ケ
ン
）
同
上
（『
南
山
考
講
記
』）

没
商
量
﹇
キ
ン
ミ
ノ
了
簡
／
ナ
キ
ヲ
云
﹈（『
常
話
方
語
』）

商
議
（
シ
ヤ
ン
イ
ヽ
）﹇
ダ
ン
カ
ウ
／
ス
ル
﹈
商
量
（
シ
ヤ
ン

リ
ヤ
ン
）
同
上
（『
唐
話
纂
要
』
二
字
話
）

對
�
有
商
量
（
左
振
仮
名
ソ
ノ
方
ニ
ダ
ン
カ
ウ
ガ
ア
ル
）（『
両

国
譯
通
』）

商
量
（
シ
ヤ
ン
リ
ヤ
ン
）
ダ
ン
コ
ス
ル
コ
ト
（『
唐
音
世
語
』）

商
量
﹇
ハ
カ
リ
ハ
カ
ル
ト
ヨ
ム
彼
此
／
カ
ン
カ
ヘ
ハ
カ
ル
ヲ

云
﹈（『
語
録
字
義
』
二
字
部
）

（
商
）
議
﹇
サ
ウ
／
ダ
ン
﹈（『
徒
杠
字
彙
』）

商
議
（
シ
ヤ
ン
イ
）
評
議
ス
ル

商
量
（
リ
ヤ
ン
）
談
合
ス
ル

（『
俗
語
解
』）

商
量
ト
ハ
。
ソ
ウ
ダ
ン
ス
ル
。
コ
ト
ナ
リ
（『
字
海
便
覧
』）

商
量
（
シ
ヤ
ン
リ
ヤ
ン
）
サ
ウ
ダ
ン
（『
華
學
圏
套
』）

通
箇
商
量
（
ト
ン
コ
シ
ヤ
ン
リ
ヤ
ン
）
モ
ウ
シ
ア
ハ
サ
ウ
（
同

前
）

慢
々
地
商
量
﹇
ユ
ル
�
�
リ
ヨ
ウ
／
ケ
ン
ス
ル
﹈（『
譯
通
類

略
』）

従
長
商
議
﹇
ソ
ウ
タ
ン
／
ス
ル
﹈（
同
前
）

當
面
商
議
﹇
タ
イ
メ
ン
シ
テ
／
相
談
ス
ル
﹈（
同
前
）

今
、「
商
議
」「
商
量
」
を
特
に
区
別
せ
ず
に
（
５
）概
観
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
中
国
語
を
理
解
、
説
明
す
る
た
め
に
「
ダ
ン
カ
フ
／
ダ
ン
ガ
フ

（
談
合
）」（
以
下
第
三
音
節
の
清
濁
は
問
題
に
せ
ず
、
必
要
な
い
限

り
「
ダ
ン
カ
フ
」
で
両
語
形
を
代
表
さ
せ
る
）「
サ
ウ
ダ
ン
（
相

談
）」「
ギ
ロ
ン
（
議
論
）」「
ギ
ン
ミ
（
吟
味
）」「
ヒ
ヤ
ウ
ギ
（
評

議
）」「
レ
ウ
ケ
ン
（
了
簡
）」
な
ど
の
語
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
就
中
「
ダ
ン
カ
フ
（
談
合
）」
と
「
サ
ウ
ダ
ン
（
相

談
）」
と
の
結
び
つ
き
が
多
く
み
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
二
つ
の

中
国
語
す
な
わ
ち
漢
語
「
商
議
」
と
「
商
量
」
と
が
と
も
に
（
日
本

語
）「
談
合
／
相
談
」
の
意
味
を
通
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
中
国
語
に
お
け
る
両
語
の
あ
り
か
た
を

そ
の
ま
ま
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
結
び
つ
き
は
非
辞
書
体
資
料
（
６
）に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ

ゆ
る
和
刻
三
言
か
ら
幾
つ
か
例
を
掲
げ
る
。
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ｅ
那
人
也
要
做
経
紀
的
人
、
就
與
他
商
量
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ

ウ
）
一
會
。（『
小
説
精
言
』
巻
一
「
十
五
貫
戯
言
成
巧
禍
」
三

オ
六
行
目
）

ｆ
劉
公
見
兒
子
長
大
、
同
媽
媽
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）、

要
與
他
完
姻
。（
同
巻
二
「
喬
太
守
乱
點
鴛
鴦
譜
」
一
ウ
九
行

目
）

ｇ
説
罷
自
去
。
且
説
孫
寡
婦
與
兒
子
玉
郎
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン

カ
ウ
）。（
同
九
オ
六
行
目
）

ｈ
劉
媽
媽
與
劉
公
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
道
、
�
婦
初
到
。

（
同
十
四
オ
三
行
目
）

ｉ
玉
皇
大
帝
要
與
人
皇
對
親
商
量
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
道
、

両
親
家
都
是
皇
帝
。（
巻
四
「
陳
多
壽
生
死
夫
妻
」
四
オ
五
行

目
）

ｊ
與
渾
家
張
氏
両
口
兒
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
道
、
以
己

之
心
度
人
之
心
。（
同
六
ウ
六
行
目
）

ｋ
我
也
干
心
何
忍
。
計
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
已
定
。（
同

七
オ
六
行
目
）

ｌ
特
来
與
大
郎
商
量
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）。（
同
九
オ
一
行

目
）

ｍ
入

之
後
、
兄
弟
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）、
築
起
一
个

大
墳
。（『
小
説
奇
言
』
巻
二
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」
二
十
オ
七

行
目
）

ｎ
故
此
顔
俊
甚
是
喜
歡
、
事
事
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
而

行
。（
同
巻
四
「
銭
秀
才
�
占
鳳
凰
儔
」
四
オ
五
行
目
）

ｏ
再
細
細
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）。
顔
俊
道
、
肯
去
説
優

去
、
不
肯
就
罷
了
。
有
甚
話
商
量
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）
得
。

（
同
六
オ
一
〜
二
行
目
）

ｐ
自
思
自
解
自
商
量
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）。（
同
巻
五
、
八
オ

二
行
目
）

ｑ
要
與
客
長
商
議
（
左
振
仮
名
ダ
ン
カ
ウ
）。（『
小
説
粋
言
』
巻

二
「
轉
運
漢
巧
遇
洞
庭
紅
」
二
十
五
ウ
一
行
目
）

「
白
話
」
や
「
唐
話
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
冠
し
て
括
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
、
こ
こ
ま
で
掲
げ
た
よ
う
な
文
献
に
よ
れ
ば
、
江
戸
期
に

お
い
て
漢
語
「
商
議
」「
商
量
」
と
「
ダ
ン
カ
フ
（
談
合
）」「
サ
ウ

ダ
ン
（
相
談
）」
と
が
つ
よ
い
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
ほ

ぼ
認
め
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
「
談
合
」「
相
談
」
両
語
は
い
ず
れ
も
『
漢
語
大
詞
典
』

第
二
版
に
は
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
蜂
谷
清
人
（
一
九
八
三
）
は
前
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者
に
関
し
て
、「「
談
合
」
と
い
う
語
の
例
は
中
国
の
資
料
に
は
見
当

た
ら
な
い
よ
う
で
、
本
来
の
漢
語
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
通
じ
る
み
か
た
は
後
掲
す
る
よ
う
に
、
夙

に
『
言
海
』
に
み
え
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
関
し
て
は
「
一
般
に

「
相
談
」
は
中
国
の
古
い
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
」

「「
相
‐
」
の
漢
語
を
訓
読
し
た
「
あ
ひ
‐
」
の
形
へ
の
類
推
に
よ
っ

て
「
あ
ひ
か
た
ら
ふ
」
が
生
じ
、
そ
れ
に
当
て
た
漢
字
に
も
と
づ
い

て
日
本
で
作
ら
れ
た
語
形
と
の
推
測
も
な
し
え
る
」
と
述
べ
る
。
今

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
両
語
が
漢
語
す

な
わ
ち
そ
も
そ
も
の
中
国
語
で
は
な
い
と
前
提
し
て
考
え
を
進
め
る

こ
と
に
す
る
。
将
来
こ
の
前
提
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

本
稿
の
論
旨
に
は
実
は
ほ
と
ん
ど
さ
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
両
語
が
漢

語
で
な
い
と
す
れ
ば
擬
製
漢
語
、
和
製
漢
語
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。前

掲
し
た
『
唐
音
世
語
』
に
「
ダ
ン
カ
フ
」
の
短
呼
形
と
で
も
い

う
べ
き
「
ダ
ン
コ
」
が
み
ら
れ
た
が
、『
西
鶴
織
留
』
巻
四
の
三
に

〈
大
事
（
じ
）
の
神
参
（
ま
い
）
り
に
宿
（
し
ゆ
く
）
�
�
（
濁
点

付
）
で
／
夜
の
あ
く
る
ま
で
物
語
（
が
た
り
）
を
し
を
つ
て
お
ば
た

と
や
ら
か
ら
駕
籠
（
か
ご
）
／
の
者
（
も
の
）
ば
か
り
を
代
ま
い
り

を
さ
せ
て
を
の
れ
ら
ふ
た
り
は
参
ら
ぬ
／
談
合
（
だ
ん
こ
）〉
と
み

え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
出
自
は
措
く
と
し
て
、『
日
葡
辞

書
』
に
「D

anc

ˆo
C

atari
auasuru.

C
onsulta

（
相
談
）」
と
み
え

る
「
ダ
ン
カ
フ
」
が
、
江
戸
期
に
は
（
も
と
も
と
は
）
口
頭
語
形
と

思
わ
れ
る
「
ダ
ン
コ
」
の
か
た
ち
を
文
献
に
ま
で
残
し
て
い
る
こ
と

に
は
、
使
用
の
頻
度
と
い
う
観
点
か
ら
留
意
し
て
お
き
た
い
。

二

明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
（
非
辞
書
体
）
文
献
に

み
え
る
「
商
議
／
商
量
」

ａ
コ
ノ
元
質
消
シ
去
ル
ト
キ
ハ
上
天
ノ
人
ニ
付
／
托
ス
ル
所
ノ
理

コ
レ
ト
共
ニ
滅
絶
ス
ベ
シ
故
ニ
誘
惑
ノ
事
ソ
ノ
／
前
ニ
至
ラ
バ

商
量
（
左
振
仮
名
シ
ア
ン
）
ヲ
待
ズ
顧
慮
（
左
振
仮
名
ニ
ハ
ン

ニ
オ
モ
フ
）
ヲ
費
ヤ
サ
ズ
（
明
治
四
年
刊
『
西
国
立
志
編
』
第

十
編
十
五
「
誘
惑
ニ
抵
抗
ス
ベ
キ
事
」
十
四
オ
八
行
目
）

ｂ
就
中
（
左
振
仮
名
ト
リ
ワ
ケ
）
貴
顕
ノ
』
地
位
ニ
居
テ
他
人
ト

大
事
ヲ
商
議
（
左
振
仮
名
ソ
ウ
タ
ン
）
シ
公
務
ヲ
料
理
（
左
振

仮
名
ト
リ
ア
ツ
カ
フ
）
ス
ル
人
ハ
尤
／
モ
容
貌
辭
気
ヲ
修
メ
善

ク
ス
ベ
シ
（
同
第
十
三
編
十
八
「
容
貌
辭
氣
ノ
修
メ
善
ク
ス
ベ

キ
事
」
十
七
オ
一
行
目
）

ｃ
經
濟
ノ
議
論
盛
ニ
シ
テ
／
政
治
商
賣
ノ
風
ヲ
一
變
シ
學
校
ノ
制
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度
、
著
書
ノ
体
裁
、
政
／
府
ノ
商
議
、
議
院
の
政
談
、
愈
改
レ

バ
愈
高
ク
其
至
ル
所
ノ
／
極
ヲ
期
ス
可
ラ
ズ
（
明
治
七
年
五
月

刊
『
学
問
ノ
ス
ヽ
メ
』
第
九
編
、
六
ウ
八
行
目
）

ｄ
恁
（
か
く
）
て
五
箇
（
に
ん
）
の
同
盟
者
（
ど
う
め
い
し
や
）

は
其
手
續
（
そ
の
て
つ
ゞ
き
）
を
商
議
（
さ
う
だ
ん
）
せ
ん
と

て
「
ジ
エ
ン
ト
」
と
此
（
こ
）
の
／
村
（
む
ら
）
の
間
（
あ
ひ

だ
）
な
る
但
（
と
）
あ
る
靜
閑
（
し
づ
か
）
の
塲
所
（
ば
し

よ
）
に
集
（
あ
つ
ま
）
り
密
（
ひ
そ
か
）
に
計
策
（
は
か
り
ご

と
）
を
議
（
ぎ
）
し
け
る
が
〜
（
明
治
十
九
年
四
月
刊
『﹇
禽

獣
／
世
界
﹈
狐
の
裁
判
』
一
二
四
頁
一
行
目
）

ｅ
〜
流
（
な
が
れ
）
／
の
左
頭
（
ほ
と
り
）
は
云
（
い
）
ふ
に
及

（
お
よ
）
ば
ず
遠
近
（
ゑ
ん
き
ん
）
殘
（
の
こ
）
る
隈
（
く
ま
）

な
く
探
索
（
さ
ぐ
）
れ
ど
絶
（
た
へ
）
て
生
死
（
し
や
う
し
）

／
を
知
（
し
）
る
に
由
（
よ
し
）
な
く
再
（
ふ
た
ゝ
）
び
商
議

（
し
や
う
ぎ
）
を
な
さ
ん
為
（
た
）
め
一
旦
（
い
つ
た
ん
）
歸

山
（
き
ざ
ん
）
な
し
た
り
／
と
〜
（
明
治
十
九
年
九
月
『﹇
蘇

國
／
恢
復
﹈
忠
孝
美
談
』
四
十
七
頁
八
行
目
）

ｆ
擧
兵
（
き
よ
へ
い
）
の
期
（
き
）
と
て
も
早
遠
（
は
や
と
ほ
）

か
ら
ね
ば
彼
（
か
れ
）
と
も
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
な
す
べ
し
と

宣
（
の
た
ま
）
ふ
言
葉
（
こ
と
ば
）
に
〜
（
同
八
十
四
頁
七
行

目
）

ｇ
〜
皆
（
み
な
）
休
息
（
や
す
ま
）
ん
と
語
（
か
た
）
る
を
き
ゝ

少
（
す
こ
し
）
は
安
堵
（
あ
ん
ど
）
な
し
た
れ
ば
之
（
こ
れ
）

よ
り
バ
ー
ク
の
家
（
い
へ
）
に
至
（
い
た
）
り
仔
細
（
し
さ

い
）
を
き
ゝ
又
（
ま
た
）
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
せ
ん
と
〜
（
同

九
十
五
頁
四
行
目
）

ｈ
一
先
（
ひ
と
ま
）
づ
城
（
し
ろ
）
を
逃
（
の
が
）
れ
出
（
い
）

で
ハ
ミ
ル
ト
ン
等
（
ら
）
と
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
な
さ
ば
又

（
ま
た
）
悟
（
さ
と
）
る
由
来
（
よ
し
）
あ
り
な
ん
と
互
（
た

が
ひ
）
に
示
（
し
め
）
し
語
（
か
だ
）
り
合
（
あ
）
ひ
〜
（
同

一
〇
八
頁
十
一
行
目
）

ｉ
〜
ブ
ル
ー
ク
は
深
（
ふ
か
）
く
之
（
こ
れ
）
を
賞
（
し
や
う
）

し
グ
ラ
ハ
ン
、
パ
リ
セ
イ
も
賛
成
（
さ
ん
せ
い
）
す
る
に
ぞ
爰

（
こ
ゝ
）
に
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
一
决
（
い
つ
け
つ
）
な
し
城

中
（
じ
や
う
ち
う
）
は
固
（
も
と
）
よ
り
諸
村
（
む
ら
�
�
）

ま
で
使
節
（
し
せ
つ
）
を
以
（
も
つ
）
て
布
達
（
ふ
た
つ
）
な

し
〜
（
同
一
一
四
頁
八
行
目
）

ｊ
〜
（
ボ
ス
ト
ン
）
の
』
人
民
（
み
ん
）
は
之
に
報
（
む
く
）
ひ

ん
が
為
（
た
）
め
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
し
て
今
（
い
ま
）
よ
り

英
國
（
エ
い
こ
く
）
と
の
貿
易
（
ぼ
う
え
き
）
を
停
止
（
と
ゞ
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め
）
た
り
（
明
治
二
十
年
六
月
刊
『
華
盛
頓
軍
記
』
三
十
頁
一

行
目
）

ｋ
〜
猶
又
諸
／
方
（
な
ほ
ま
た
し
よ
は
う
）
の
地
所
は
勿
論
（
も

ち
ろ
ん
）
居
宅
（
ゐ
た
く
）
道
具
（
だ
う
ぐ
）
に
至
る
ま
で
残

ら
ず
賣
代
（
う
り
し
ろ
）
な
し
花
の
吾
妻
（
あ
づ
ま
）
へ
赴

（
お
も
む
）
き
て
一
商
法
（
し
や
う
は
う
）
を
な
さ
ん
物
と
頻

（
し
き
）
り
／
に
商
議
（
し
や
う
ぎ
）
を
な
し
た
り
け
る
（
明

治
二
十
年
九
月
刊
『﹇
秋
田
／
奇
聞
﹈
姐
妃
於
百
』
十
四
頁
六

行
目
）

ｌ
且
つ
余
の
精
神
も
�
に
舊
に
復
し
た
れ
ば
諸
共
に
客
室
に
入
り

て
量
商
（
た
ん
が
う
）
せ
ん
と
各
の
甲
板
を
下
り
て
客
室
に
來

り
兎
や
せ
ん
角
や
せ
ん
と
量
商
（
だ
ん
が
う
）
す
る
中
い
つ
し

か
南
氷
洋
を
過
き
去
れ
ば
〜
（
明
治
二
十
年
九
月
刊
『﹇
五
大

／
州
中
﹈
海
底
旅
行
』
下
一
一
二
頁
四
行
目
）

ｍ
〜
ネ
ツ
ド
ラ
ン
ト
コ
ン
セ
ル
と
し
ば
�
�
商
量
し
て
専
ら
其
の

準
備
を
整
へ
今
や
其
機
會
あ
ら
ん
か
と
晝
夜
の
別
な
く
心
待
ち

に
待
居
た
り
し
が
〜
（
同
下
一
三
〇
頁
一
〇
行
目
）

ｎ
一
先
甲
板
を
下
り
て
足
下
が
居
室
に
於
て
静
か
に
商
量
す
べ
し

と
云
は
れ
て
〜
（
同
下
一
三
九
頁
十
三
行
目
）

ｏ
〜
一
應
甲
板
を
下
り
て
兎
も
角
も
脱
艦
の
工
夫
を
商
量
（
た
ん

が
う
）
せ
ん
と
説
き
進
む
れ
ど
も
〜
（
同
下
一
四
八
頁
八
行

目
）

ｐ
只
た
何
事
も
夜
に
入
り
て
之
を
圖
る
』
に
若
く
こ
と
あ
ら
じ
と

尚
ほ
商
量
（
そ
う
だ
ん
）
を
遂
げ
に
け
る
（
同
下
一
五
四
頁
一

行
目
）

ｑ
〜
衆
皆
（
み
な
�
�
）
頻
（
し
き
り
）
に
驚
（
お
ど
ろ
）
き
て

兎
（
と
）
し
て
や
救
（
す
く
）
ひ
取
（
と
）
る
べ
き
か
角
（
か

く
）
し
て
哀
訴
（
あ
い
そ
）
な
し
て
ん
と
頭
（
か
ふ
べ
）
を
合

（
あ
は
）
し
額
（
ひ
た
ひ
）
を
蹙
（
あ
つ
）
め
て
商
量
（
だ
ん

か
う
）
果
（
は
て
）
し
な
か
り
け
る
（
明
治
二
十
年
十
一
月
刊

『﹇
歐
州
／
奇
説
﹈
戀
情
花
之
嵐
』
一
二
三
頁
二
行
目
）

ｒ
〜
何
卒
大
臣
に
忌
疎
（
い
み
う
と
）
ま
せ
ん
と
同
腹
中
の
老

（
ろ
う
）
女
と
商
議
し
一
個
の
奸
計
を
設
け
〜
（
明
治
二
十
一

年
七
月
刊
『
中
将
姫
蓮
曼
荼
羅
』
三
十
一
頁
二
行
目
）

ｓ
い
ざ
や
愚
拙
（
そ
れ
が
し
）
が
茅
屋
（
ば
う
お
く
）
へ
御
供

（
と
も
）
仕
り
山
妻
（
さ
い
）
と
商
議
（
だ
ん
が
う
）
い
た
し

御
身
を
隠
し
ま
い
ら
せ
ん
と
〜
（
同
三
十
七
頁
十
行
目
）

ｔ
〜
母
の
事
も
那
（
か
）
の
人
（
ひ
と
）
來
（
き
）
ま
し
た
其
上

（
そ
の
う
へ
）
は
熟
（
よ
）
く
商
量
（
さ
う
だ
ん
）
し
て
如
何

様
に
も
踪
跡
（
ゆ
く
へ
）
を
尋
（
た
づ
）
ね
去
落
（
お
ち
つ
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き
）
を
知
る
術
（
す
べ
）
の
出
來
（
で
き
）
ぬ
に
も
あ
ら
ざ
る

べ
し
と
〜
（
明
治
二
十
二
年
十
月
刊
『
緑
林
時
雨
之
風
説
』
四

十
八
頁
八
行
目
）

ｕ
〜
汝
（
お
ま
へ
）
が
口
入
森
田
屋
か
ら
身
賣
（
み
う
り
）
の
商

量
（
さ
う
だ
ん
）
整
（
と
ゝ
の
）
は
で
歸
（
か
へ
）
る
途
筋

（
み
ち
す
じ
）
〜
（
同
五
十
六
頁
二
行
目
）

明
治
初
期
か
ら
二
十
年
頃
ま
で
の
例
を
掲
げ
た
。
掲
げ
た
非
辞
書

体
資
料
の
文
献
に
は
翻
訳
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
あ
る
程

度
の
か
た
さ
を
伴
っ
た
「
書
き
こ
と
ば
」
で
書
か
れ
て
い
る
と
憶
測

す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。

①
こ
こ
に
掲
げ
た
よ
う
な
文
献
に
お
い
て
は
、
当
期
、
漢
語
「
商

議
」「
商
量
」
は
と
も
に
よ
く
（
書�

き�

こ�

と�

ば�

と�

し�

て�

）
使
用

さ
れ
て
い
る
。

②
「
商
議
」
に
「
し
や
う
ぎ
」
と
右
振
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
例

も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
、
当
該
漢
語
は
（
語
義
が
）
特
別
に
難

解
な
漢
語
で
は
な
か
っ
た
。

③
「
商
議
」「
商
量
」
の
振
仮
名
と
し
て
は
、「
ダ
ン
カ
フ
」「
サ

ウ
ダ
ン
」
が
き
わ
め
て
多
く
み
ら
れ
、
江
戸
期
と
同
様
に
こ
れ

ら
の
四
語
は
相
互
に
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
意
味

も
ち
か
い
。

「
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
連
合
関
係
（rap-

port
associatif

）
に
あ
る
」
と
み
れ
ば
、
前
述
し
た
こ
と
が
ら
は
、

「
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
漢
語
「
商
議
」「
商
量
」
は
擬
製

漢
語
「
談
合
」「
相
談
」
と
連
合
関
係
に
あ
っ
た
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
掲
げ
た
文
献
に
お
い
て
は
、
採
り

上
げ
て
い
る
語
に
関
し
て
と
い
う
限
定
が
ひ
と
ま
ず
は
つ
く
が
、
江

戸
期
の
状
況
さ
ら
に
遡
れ
ば
中
国
文
献
で
の
状
況
を
色
濃
く
受
け
継

い
で
い
る
。

三

明
治
二
十
年
以
降
の
（
辞
書
体
）
文
献
に
み
え

る
「
商
議
／
商
量
」
と
「
談
合
／
相
談
」
と

明
治
二
十
一
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
ａ
高
橋
五
郎
『﹇
漢
英
／
対

照
﹈
い
ろ
は
辞
典
』、
明
治
二
十
二
年
二
月
刊
ｂ
同
『﹇
和
漢
／
雅

俗
﹈
い
ろ
は
辞
典
』、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
か
ら
二
十
四

年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
ｃ
『
言
海
』、
明
治
二
十
五
年
七
月
か
ら

明
治
二
十
六
年
十
二
月
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
ｄ
山
田
美
妙
『
日
本
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大
辞
書
』
の
記
述
を
次
に
示
す
。

ａ
し
や
う
り
や
う
﹇
す
る
﹈（
他
）
商
量
、
か
ん
が
へ
は
か
る
、

較
量
；
み
つ
も
る
；
は
か
る

To
w

eigh,
to

ponder
on,

to
consider

（
商
議
は
見
出
し
語
と
し
て
み
え
な
い
）

ｂ
し
や
う
り
や
う
﹇
す
る
﹈（
他
）
商
量
、
か
ん
が
へ
は
か
る
、

較
量
。
み
つ
も
る
。
は
か
る

し
や
う
ぎ
﹇
す
る
﹈（
他
）
商
議
、
さ
う
だ
ん
す
る
、
協
議
、

あ
ひ
は
か
る

ｃ
し
や
う
ぎ

商
議

相
談
。
評
議
。

し
や
う
り
や
う

商
量

ハ
カ
ラ
フ
コ
ト
。
考
ヘ
ワ
ク
ル
コ
ト
。

さ
う
だ
ん

相
談

カ
タ
ラ
フ
コ
ト
。
互
ニ
意
見
（
ミ
コ

ミ
）
ヲ
話
シ
合
フ
コ
ト
。
談
合
（
ダ

ン
カ
フ
）。
評
議
。
商
議

だ
ん
か
ふ

談
合
﹇
か
た
り
あ
ふ
ニ
當
テ
タ
ル
字
ヲ
音
讀
セ
ル

語
﹈
カ
タ
ラ
ヒ
。
ハ
ナ
シ
ア
ヒ
。
相
談
。

ｄ
し
や
う
ぎ
。
漢
語
。｛（
商
議
）｝
相
談
。＝

評
議
。

し
や
う
り
や
う

名
。｛（
商
量
）｝
漢
語
。
ハ
カ
ラ
ヒ
考
ヘ
ル
。

さ
う
だ
ん

名
。｛
相
談
｝
字
音
。
評
議
ヲ
凝
ラ
ス
コ
ト
。＝

評
議
。＝

談
合
。＝

商
議
。

だ
ん
が
ふ
｛
談
合
｝﹇
か
た
り
あ
ふ
ノ
當
テ
字
ノ
音
讀
﹈。
字
音
。

相
談
。

ａ
ｂ
の
「
商
量
」
の
項
目
に
は
漢
語
「
較
量
」
が
一
つ
置
か
れ
て

は
い
る
が
、
ｃ
ｄ
で
は
漢
語
に
よ
る
説
明
、
置
き
換
え
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
が
い
さ
さ
か
目
を
牽
く
。
今
こ
こ
で
は
ｄ
『
日
本
大
辞
書
』

が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い
に
お
い
て
ｃ
『
言
海
』
と
ふ
か
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
措
く
。
ま
た
ａ
の
「
商
量
」
に
「
対
照
」
さ
れ
た
英

語
はw

eigh
ponder

consider

で
あ
る
。
試
み
に
明
治
二
十
二
年

十
月
刊
『﹇
挿
画
／
訂
訳
﹈
英
和
対
訳
新
辞
林
』（
嚶
鳴
館
刊
）
に
あ

た
っ
て
み
る
と
、w

eigh

に
は
〈
秤
（
ハ
カ
）
ル
（
天
秤
（
テ
ン
ビ

ン
）
ニ
テ
）、
比
較
（
ヒ
カ
ク
）
ス
ル
、
重
過
（
ス
ギ
）
ル
、
大
切

（
タ
イ
セ
ツ
）
ニ
ア
ル
〉、ponder

に
は
〈
考
（
カ
ン
ガ
）
ヘ
ル
〉、

consider

に
は
〈
勘
考
（
カ
ン
カ
ウ
）
ス
ル
、
思
慮
（
シ
リ
ヨ
）
ス

ル
〉
と
み
え
、
こ
れ
ら
の
英
語w

eigh
ponder

consider

が
「
相

談
」
の
意
味
を
も
つ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
さ
そ
う
で
、
ｂ

ｃ
ｄ
の
「
商
量
」
の
説
明
も
併
せ
考
え
る
と
、
少
な
く
も
明
治
二
十

年
を
過
ぎ
た
頃
の
辞
書
体
資
料
で
は
、「
商
量
」
の
意
味
は
（「
相

談
」
で
は
な
く
）「
考
え
は
か
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
覚
し
く
、

「
相
談
」「
談
合
」「
評
議
」
と
結
び
つ
け
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
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「
商
議
」
と
は
意
味
が
少
し
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
か
。
こ
の

予
想
は
和
英
辞
典
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
明
治

二
十
九
年
十
月
刊F

rancis
B

rinkley

『
和
英
大
辞
典
』（
一
九
六
三

年
刊T

he
U

niversity
M

ichigan
P

ress

版
を
使
用
）
で
は
「
商

量
」
に
は
英
語consideration

deliberation

が
配
さ
れ
て
お
り
、

Syn.

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
日
本
語
も
「
ハ
カ
ル
」「
ミ
ツ
モ

ル
」と
な
っ
て
い
る
。
一
方「
商
議
」に
はconsultation

conference

が
配
さ
れ
、Syn.

と
し
て
は
「
評
議
」「
相
談
す
る
」
が
あ
げ
ら
れ
、

両
漢
語
の
意
味
は
こ
こ
で
も
異
な
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
九
年
十
月
刊
『
帝
国
大
辞
典
』
に
も
ｄ
と
似
よ
っ
た
記
事

が
み
ら
れ
る
が
、
山
田
忠
雄
（
一
九
八
一
）
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、

こ
れ
は
直
接
的
な
関
係
と
覚
し
い
の
で
措
く
。
明
治
三
十
一
年
十
二

月
刊
『
こ
と
ば
の
泉
』
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

ｅ
し
や
う
ぎ

名

商
議
。
ひ
や
う
ぎ
に
お
な
じ
。

し
や
う
り
や
う

名

商
量
。
は
か
り
考
ふ
る
こ
と
。

ひ
や
う
ぎ

名

評
議
。
さ
う
だ
ん
し
て
決
す
る
こ
と
。
商
議
。

さ
う
だ
ん

名

相
談
。
は
な
し
あ
ふ
こ
と
。
談
じ
あ
ふ
こ
と
。

談
合
。

だ
ん
が
ふ

名

談
合
。
か
た
り
あ
ふ
こ
と
。
は
な
し
あ
ひ
。

相
談
。

こ
の
ｅ
に
よ
っ
て
こ
と
が
ら
の
整
理
を
試
み
る
と
、「
商
議
」＝

「
評
議
」、「
相
談
」＝

「
談
合
」、「
商
量
」
と
な
り
、
明
治
三
十
年

頃
に
は
「
商
議
」「
商
量
」「
相
談
」「
談
合
」
は
い
わ
ば
三
群
に
分

か
れ
て
い
た
と
覚
し
い
。
降
っ
て
、
明
治
四
十
二
年
三
月
一
日
刊

『
俗
語
字
海
』（
具
体
的
に
は
同
年
三
月
二
十
五
日
刊
再
版
を
使
用
）

に
は
「
商
議
」「
商
量
」
が
、
漢
語
故
と
思
わ
れ
る
が
、
見
出
し
項

目
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
語
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ｆ
さ
う
だ
ん
（
相
談
）（
名
）
互
に
意
見
を
話
し
合
ふ
こ
と
。

相
談
（
サ
ウ
ダ
ン
）
商
議
（
シ
ヤ
ウ
ギ
）
協
議
（
ケ
フ
ギ
）
評

議
（
ヘ
ウ
ギ
）
諮
詢
（
シ
ジ
ユ
ン
）
は
な
し
あ
ひ
、
か
た
ら
ひ
、

さ
う
だ
ん
の
う
へ
、
き
め
や
う
。
商
議
の
上
決
定
せ
ん
。

だ
ん
が
ふ
（
談
合
）（
名
）
相
談
を
す
る
こ
と
。
は
な
し
あ
っ

て
意
見
を
交
換
し
、
ま
た
は
、
意
見
を
き
め
る
こ
と
。
談
合

（
ダ
ン
ガ
フ
）
相
談
（
サ
ウ
ダ
ン
）
協
議
（
ケ
フ
ギ
）
評
議

（
ヘ
ウ
ギ
）

同
書
の
〈
凡
例
〉
に
は
〈
本
書
に
採
録
し
た
言
葉
は
、
固
よ
り
俗
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語
で
は
あ
る
が
、
中
に
は
、
高
尚
な
文
語
と
思
は
れ
る
や
う
な
の
が

ま
じ
っ
て
居
る
。
そ
れ
は
、
言
葉
の
う
つ
り
か
は
り
や
、
社
会
の
階

級
、
ま
た
は
、
方
言
な
ぞ
の
関
係
上
、
其
の
範
囲
が
一
致
せ
ぬ
か
ら
、

自
然
か
う
な
っ
た
わ
け
な
の
で
あ
る
〉
と
あ
り
、
同
書
が
ど
の
よ
う

な
語
を
〈
俗
語
〉
と
し
て
類
聚
し
た
か
に
つ
い
て
は
当
然
別
途
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、「
相
談
」「
談
合
」
は
見
出
し
項
目
と
し
て
採
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
〈
凡
例
〉
に
は
〈
書
中
、
一
語
の
下
に
挙
げ
た
文

語
の
次
に
、
其
の
語
を
つ
か
っ
た
口
語
の
句
と
、
そ
れ
を
訳
し
た
普

通
文
の
句
と
を
な
ら
べ
た
〉
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
口
語
「
相

談
」
↑
↓
普
通
文
「
商
議
」
と
い
う
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
「
相
談
」「
談
合
」
の
項
目
で
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
「
和
漢
の

文
語
」
の
中
に
は
「
商
量
」
が
や
は
り
み
ら
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
順
を
追
っ
て
整
理
し
て
み
る
。

①
中
国
語
に
お
い
て
、「
商
議
」「
商
量
」
は
「
討
論
」
と
い
う
意

味
を
と
も
に
含
み
、
意
味
の
ち
か
い
語
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

②
江
戸
期
の
（「
白
話
」
あ
る
い
は
「
唐
話
」
と
冠
さ
れ
る
よ
う

な
）
文
献
に
お
い
て
は
、「
商
議
」「
商
量
」
は
①
の
状
況
と
同

じ
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
日
本
語
の
擬
製
漢
語

「
相
談
」「
談
合
」
と
結
び
つ
い
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
き
わ
め

て
多
か
っ
た
。

③
明
治
初
期
か
ら
二
十
年
頃
ま
で
の
書
き
こ
と
ば
に
お
い
て
「
商

議
」「
商
量
」
は
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
に
振
仮
名
と
し

て
江
戸
期
に
結
び
つ
き
が
確
認
さ
れ
た
「
相
談
」「
談
合
」
が

施
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
採
り
上
げ

た
文
献
は
①
②
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
明
治
二
十
年
以
降
三
十
年
頃
ま
で
の
辞
書
体
資
料
の
記
述
で
は

「
商
議
」
と
「
商
量
」
と
の
意
味
は
異
な
っ
て
い
る
。「
商
量
」

は
も
っ
ぱ
ら
「
考
え
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
。

⑤
明
治
四
十
年
ち
か
く
な
る
と
、「
話
し
こ
と
ば
」
に
お
い
て
は
、

「
商
議
」「
商
量
」
よ
り
も
「
相
談
」「
談
合
」
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
７
）。

④
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
頃
の
辞
書
体
資
料
に
お
い

て
は
「
商
議
」
と
「
商
量
」
と
の
語
義
は
異
な
っ
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
第
二
節
で
採
り
上
げ
た
明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
非
辞
書

体
資
料
す
な
わ
ち
③
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
み
る

べ
き
か
。「
明
治
二
十
年
頃
」
に
積
極
的
な
意
味
合
い
を
も
た
せ
る

た
め
に
は
さ
ら
に
精
度
の
た
か
い
観
察
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
今
こ
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こ
で
は
今
後
の
調
査
の
た
め
の
一
つ
の
目
安
ぐ
ら
い
に
捉
え
て
お
く

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
非
辞
書
体
資
料
で
の
観
察
と
辞
書
体
資
料
で

の
そ
れ
と
が
一
致
し
な
い
。
一
つ
の
予
想
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
前
者
、
非
辞
書
体
資
料
が
い
ず
れ
に
し
て
も
「
書
き
こ
と
ば
」

寄
り
で
、
そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
い
て
（
ひ
ろ
く
「
語
の
使
い

方
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も�

）
中
国
語
規
範
の
枠
内
に
な
お
あ
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
明
治
二
十
年
頃
に
装
い
を

整
え
つ
つ
あ
っ
た
辞
書
類
、
す
な
わ
ち
後
者
は
、
本
稿
で
採
り
上
げ

た
よ
う
な
非
辞
書
体
資
料
の
あ
り
方
と
比
す
れ
ば
、
幾
分
と
も
「
話

し
こ
と
ば
」
す
な
わ
ち
日
々
耳
に
入
っ
て
く
る
当
代
の
言
語
寄
り
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
話
し
こ
と
ば
」
中
で
使
用

さ
れ
続
け
た
漢
語
は
、
使
用
さ
れ
続
け
る
う
ち
に
日
本
語
語
彙
の
中

に
あ
る
位
置
を
占
め
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
過
程
で
語
義

に
お
け
る
（
日
本
的
）
変
化
が
あ
り
得
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
「
書

き
こ
と
ば
」
を
「
文
」、「
話
し
こ
と
ば
」
を
「
言
」
に
仮
に
置
き
換

え
て
、「
文
」
を
反
映
し
や
す
い
（
本
稿
で
採
り
上
げ
た
）
非
辞
書

体
資
料
と
、「
言
」
を
反
映
さ
せ
始
め
た
辞
書
体
資
料
の
、
そ
の

「
言
文
」
の
不
一
致
、
い
わ
ば
「
裂
け
目
」
が
、
本
稿
で
採
り
上
げ

た
「
商
議
」「
商
量
」
に
関
し
て
、
明
治
二
十
年
頃
に
現
わ
れ
て
い

る
と
み
る
こ
と
は
い
か
に
も
粗
い
だ
ろ
う
か
。

「
商
量
」
が
何
故
「
討
論
」「
相
談
」
の
意
味
を
離
れ
て
、「
考
え

る
」
の
意
味
に
傾
い
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
献
に
ひ
ろ

く
あ
た
り
精
密
に
考
え
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
ま
た

本
稿
と
は
別
の
射
程
の
下
に
行
な
う
べ
き
こ
と
が
ら
と
考
え
る
。
し

か
し
、
中
世
期
に
禅
語
、
言
い
換
え
れ
ば
仏
教
に
関
わ
る
語
と
し
て

当
該
語
が
（
お
そ
ら
く
は
話
し
こ
と
ば
と
し
て
も
）
用
い
ら
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
は
改
め
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

夏
目
漱
石
の
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
は
明
治
四
十
三
（
一
九
一

〇
）
年
十
月
二
十
九
日
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
『
大
阪
朝
日
新

聞
』
と
で
連
載
が
始
め
ら
れ
、
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
日
に
は
東

京
で
、
三
月
五
日
に
は
大
阪
で
連
載
が
終
わ
る
。『
大
阪
朝
日
新
聞
』

に
は
明
治
四
十
四
年
四
月
九
日
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
同
十
三

日
に
『
病
院
の
春
』
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
は
後
に
単
行
本
『
切
抜
帖

よ
り
』（
明
治
四
十
四
年
八
月
十
八
日
初
版
、
同
年
九
月
一
日
三
版
、

春
陽
堂
刊
）
に
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
が
収
め
ら
れ
る
に
際
し
て
、

そ
の
最
終
章
（
三
十
三
）
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。『
病
院
の
春
』
の

冒
頭
近
く
に
は
次
の
よ
う
な
行
り
が
み
え
る
。
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余
は
白
（
し
ろ
）
い
寝
床
（
ベ
ッ
ド
）
の
上
に
寐
（
ね
）
て
は
、

自
分
と
病
院
と
来
る
べ
き
春
（
は
る
）
と
を
斯
（
か
く
）
の
如

（
ご
と
）
く
一
所
に
結
（
む
す
）
び
付
け
る
運
命
の
酔
狂
さ
加

減
を
懇
（
ね
ん
ご
）
ろ
に
商
量
し
た
。（『
切
抜
帖
よ
り
』
二
二

六
頁
）

こ
こ
で
の
「
懇
ろ
に
商
量
」
す
る
、
は
例
え
ば
会
話
文
「
つ
ま
り

要
領
を
得
た
御
返
事
を
す
る
前
に
色
々
考
へ
て
見
た
い
で
す
か
ら
」

（『
虞
美
人
草
』
十
四
、
三
九
六
頁
、
振
仮
名
は
省
略
し
て
引
用
し

た
）
に
お
け
る
「
色
々
考
へ
」
る
、
の
や
や
か
た
い
表
現
に
あ
た
る

か
。
そ
し
て
こ
の
ぐ
ら
い
の
「
調
子
」
の
「
書
き
こ
と
ば
」
に
は

（
ま
だ
）「
商
量
」
が
使
い
得
た
と
言
え
よ
う
（
８
）。
い
ず
れ
に
し
て
も

「
商
量
」
は
誰
か
と
相
談
を
し
た
り
、
討
議
を
し
た
り
す
る
意
で
は

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。『
虞
美
人
草
』
に
は
次
の
よ
う
な
行
り
も
あ

る
。「
只
機
一
髪
と
云
ふ
間
際
で
、
煩
悶
す
る
。
ど
う
す
る
事
も
出

来
ぬ
心
が
急
く
。
進
む
の
が
怖
い
。
退
ぞ
く
の
が
厭
だ
。
早
く
事
件

が
発
展
す
れ
ば
と
念
じ
な
が
ら
、
発
展
す
る
の
が
不
安
心
で
あ
る
。

従
つ
て
気
楽
な
宗
近
が
羨
ま
し
い
。
萬
事
を
商
量
す
る
も
の
は
一
本

調
子
の
人
を
羨
ま
し
が
る
。」（
三
七
二
頁
）
こ
れ
に
先
立
つ
箇
所
で

は
宗
近
を
め
ぐ
る
小
野
の
独
白
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の

「
萬
事
を
商
量
す
る
も
の
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
小
野
で
、「
一
本
調

子
の
人
」
宗
近
と
対
置
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
小
野
は
「
煩
悶
」

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
「
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
」
の
が

「
商
量
」
と
思
わ
れ
る
。『
思
ひ
出
す
事
』（
十
二
）
に
は
次
の
よ
う

に
も
あ
る
。

裸
連
（
は
だ
か
れ
ん
）
と
は
余
の
隣
座
敷
に
ゐ
る
泊
（
と
ま

り
）
り
客
の
自
撰
（
じ
せ
ん
）
に
か
ゝ
る
異
名
で
あ
る
。
昨
日

（
き
の
ふ
）
の
午
襖
越
（
ひ
る
ふ
す
ま
ご
し
）
に
聞
（
き
）
い

て
ゐ
る
と
、
太
郎
冠
者
（
く
わ
じ
や
）
が
何
（
ど
）
う
の
斯

（
か
）
う
の
と
長
（
な
が
）
い
評
議
の
末
、
そ
こ
ん
所
（
と
こ

ろ
）
で
や
る
ま
い
ぞ
、
や
る
ま
い
ぞ
に
し
た
ら
好
（
い
）
い
ぢ

や
ね
え
か
と
云
ふ
様
な
相
談
が
あ
つ
た
。（『
切
抜
帖
よ
り
』
八

十
五
頁
）

会
話
文
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
は
（「
商
議
」
で
は
な
く
）「
評

議
」、（
そ
れ
と
言
い
換
え
る
か
の
よ
う
に
）「
相
談
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
は
「
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
漢
語
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「
商
議
」「
商
量
」
は
擬
製
漢
語
「
談
合
」「
相
談
」
と
連
合
関
係
に

あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。「rapport

associatif

（
連
合
関
係
）」
は
、

拙
稿
（
二
〇
〇
〇
）
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、F.

de
Saussure

の
用

い
た
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
こ
と
に
あ
ま
り
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
つ
の
文
を
構
成
す
る
「
各
辞
項
と
体
系
全
体
と
の
関
係

で
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
現
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
語
る
主
体

（sujet
parlant

）
の
選
択
し
だ
い
で
は
い
つ
で
も
代
わ
っ
て
用
い
ら

れ
得
る
同
系
列
要
素
群
の
対
立
関
係
」（
一
九
八
五
年
大
修
館
書
店

刊
『
ソ
シ
ュ
ー
ル
小
事
典
』
三
〇
一
頁
）
を
「
連
合
関
係
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

あ
る
こ
と
が
ら
を
言
語
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ

れ
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
語
が
（
最
終
的
に
は
）
心
的
辞
書
（m

en-

tal
lexicon

）
か
ら
選
ば
れ
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の

選
択
に
際
し
て
、
つ
い
に
は
顕
在
化
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
語
が
浮

か
ん
で
は
消
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
何
ら
か
の
き
っ
か
け

で
、
唐
突
な
語
が
浮
か
ぶ
こ
と
も
あ
ろ
う
。
今
は
後
者
の
よ
う
な
、

た
ぶ
ん
に
心
理
的
な
こ
と
が
ら
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
、

「
連
想
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
場
合
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
主
に
、
意

味
に
お
け
る
共
通
性
、
重
な
り
合
い
を
も
ち
そ
う
な
語
同
士
の
「
連

合
関
係
」
に
絞
る
。

江
戸
期
と
明
治
期
と
で
、
本
稿
で
採
り
上
げ
た
幾
つ
か
の
語
を
め

ぐ
っ
て
同
じ
よ
う
な
連
合
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
本
稿
の
観

察
が
肯
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
共
時
的
体
系
内
に
設
定

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
連
合
関
係
」
に
関
し
て
、
さ
ら
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
さ
し
く
今
後
の
課

題
と
す
る
。

注（
１
）
『
水
滸
伝
』
の
引
用
は
、
北
京
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
、
百
回

本
で
あ
る
容
與
堂
本
を
底
本
と
し
た
影
印
『
明
容
與
堂
刻
水
滸
伝
』

（
一
九
七
三
年
十
一
月
上
海
人
民
出
版
社
刊
）
に
よ
っ
て
い
る
。
こ

の
「
容
與
堂
本
」
は
毎
葉
版
心
下
部
に
「
容
與
堂
蔵
板
」
の
五
字
を

有
し
て
お
り
、
高
島
俊
男
『
水
滸
伝
の
世
界
』（
一
九
八
七
年
大
修

館
書
店
刊
）
に
お
い
て
「
北
京
Ｂ
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
２
）
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
は
清
泉
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
を
使
用
し

た
。『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
は
、
二
十
冊
ず
つ
四
度
（
宝
暦
七

一

七
五
七
年
九
月
に
上
編
、
安
永
元

一
七
七
二
年
十
二
月
に
中
編
、

天
明
四

一
七
八
四
年
一
月
に
下
編
、
寛
政
二

一
七
九
〇
年
十
月

に
拾
遺
）
に
分
け
て
、
三
十
四
年
か
か
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

結
局
は
百
二
十
回
本
を
翻
訳
す
る
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
す
べ
て
が
岡
島
冠
山
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

高
島
俊
男
（
一
九
九
一
年
大
修
館
書
店
刊
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』）
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は
疑
問
を
呈
し
、
さ
ら
に
同
書
の
翻
訳
に
関
し
て
「
大
ざ
っ
ぱ
で
」

「
程
度
の
悪
い
も
の
で
あ
る
」（
一
〇
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
）
『
水
滸
傳
譯
解
』
は
架
蔵
本
（
乾
坤
二
冊
）
を
使
用
し
た
。『
唐
話

辞
書
類
集
』
第
十
三
集
（
一
九
七
三
年
汲
古
書
院
刊
）
所
収
の
も
の

と
架
蔵
本
と
は
巨
視
的
に
は
ち
か
い
が
、「
小
異
」
は
少
な
か
ら
ず

み
ら
れ
る
。

（
４
）

以
下
特
に
断
ら
な
い
も
の
は
『
唐
話
辞
書
類
集
』
を
使
用
し
た
。

（
５
）
「
商
量
」
は
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』（
師
篇

畳
字
部
雑
部
、
巻
下
八
十
四
オ
五
行
目
）
に
「
商
量

シ
ヤ
ウ
リ
ヤ

ウ
」
と
収
め
ら
れ
て
い
る
。
元
和
版
『
下
学
集
』
は
「
伴
道
所
（
バ

ン
ダ
ウ
シ
ヨ
）」「
會
下
（
エ
ゲ
）」
の
二
語
に
関
し
て
、「
以
上
ノ
二

所
弁
之
。
伴
道
所
者
以
戒
律
為
本
也
。
一
行
三
昧
而
立
法
也
。
會
下

者
以
参
禅
参
學
為
本
、
法
問
商
量
（
シ
ヤ
ウ
リ
ヨ
ウ
）
而
立
法

云
々
」
と
説
く
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
法
問
商
量
」
は
『
い
ろ
は

字
』
に
も
〈（
商
）
量

法
文
‐
‐
〉（
四
十
七
オ
六
行
目
）
と
み
え

る
が
、「
仏
法
商
量
」
と
同
じ
よ
う
に
「
禅
家
で
、
仏
法
に
関
し
て
、

一
定
の
結
論
を
出
す
た
め
に
、
あ
れ
こ
れ
思
案
を
重
ね
る
こ
と
」

（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』
三
（
一
九
九
四
年
三
省
堂

刊
）
を
指
す
と
思
わ
れ
、
広
本
『
節
用
集
』
が
宋
の
『
祖
庭
事
苑
』

の
記
事
を
〈﹇
禅
話
也
如
商
賣
之
量
度
使
不
失
／
猶
中
孚
以
各
得
其

意
也

事
苑
﹈〉
と
引
き
、『
伊
京
集
』
を
初
め
と
す
る
幾
つ
か
の

『
節
用
集
』
に
〈
商
量
（
シ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ
）﹇
禅
／
話
﹈〉（
伊
京
集
、

言
語
進
退
門
）
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
禅
語
」
と
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
一
方
で
、
例
え
ば
連
歌
論
書
『
梵
灯
庵
主
返
答

書
』
下
に
〈
も
し
猶
不
審
な
る
事
一
両
句
も
交
／
時
は
其
中
の
尊
者

と
お
ほ
し
き
人
に
商
量
／
す
る
間
一
坐
も
と
ゝ
こ
ほ
り
な
く
諸
人
興

／
に
乗
し
て
こ
そ
侍
に
〜
〉
と
「
相
談
」
に
ち
か
い
意
味
で
の
使
用

が
み
ら
れ
、
あ
る
い
は
〈
商
（
量
）
ハ
ア
キ
人
ノ
物
ヲ
ウ
リ
／
カ
ウ

ニ
ハ
カ
リ
ニ
カ
ケ
タ
カ
イ
ヤ
ス
イ
ヲ
キ
ツ
ヽ
ク
ラ
ベ
ツ
ハ
カ
リ
カ
ン

ガ
ユ
ル
ヲ
云
也
〉（『
詩
学
大
成
抄
』
巻
六
、
十
六
ウ
）
と
、
一
般
的

に
「
考
え
る
」
と
い
う
意
味
で
の
理
解
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
室
町
期
に
は
「
禅
語
」
と
し
て
の
み
使
わ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。『
日
葡
辞
書
』
に
お
い
て
も
「
よ
し
あ
し

を
は
か
り
み
る
」
と
日
本
語
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
商
量
」
は
、
意
味
と
し
て
は
（
禅
語
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
整
理
す
れ
ば
）
①
「
あ
れ
こ
れ
と
考
え

る
」
②
「
相
談
す
る
」
の
二
つ
の
方
面
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
重

ね
合
わ
せ
ら
れ
な
が
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
商
量
」

は
室
町
期
に
成
立
し
た
（
辞
書
体
／
非
辞
書
体
の
）
文
献
に
比
較
的

ひ
ろ
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、「
商
議
」
は
（『
時
代
別
国
語
大

辞
典
室
町
時
代
編
』
も
採
り
上
げ
て
お
ら
ず
）
そ
う
し
た
こ
と
が
難

し
い
。
つ
ま
り
両
語
に
は
室
町
期
に
お
い
て
、
文
献
に
同
じ
よ
う
に

は
足
跡
を
印
し
て
い
な
い
と
い
う
「
差
」
が
実
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
い
か
な
る
こ
と
に
因
る
の
か
に
つ
い
て
は
当
期
に
焦
点
を
あ

て
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本

稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
措
く
が
、
は
な
し
こ
と
ば
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／
書
き
こ
と
ば
と
い
う
こ
と
が
ら
が
関
わ
ら
な
い
か
。
室
町
期
の
時

点
で
「
商
議
」
が
幾
分
な
り
と
も
書
き
こ
と
ば
で
の
使
用
に
傾
い
て

い
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
国
語
に

お
い
て
両
語
の
意
味
が
ど
の
く
ら
い
ち
か
く
、
ど
の
く
ら
い
異
な
っ

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
ら
と
、
両
語
が
日
本
語
に
借
用
さ
れ
、
使

用
さ
れ
て
、
そ
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
二
つ
の
こ
と

が
ら
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
６
）

本
稿
で
は
、
文
脈
か
ら
何
ら
か
の
単
位
で
切
り
と
ら
れ
、
何
ら
か

の
か
た
ち
で
情
報
の
取
捨
選
択
が
行
な
わ
れ
て
い
る
文
献
を
「
辞
書

体
資
料
」
と
み
て
、
そ
う
し
た
こ
と
が
一
切
行
な
わ
れ
て
い
な
い
文

献
を
「
非
辞
書
体
資
料
」
と
呼
ぶ
。

（
７
）

現
在
「
商
工
会
議
所
」
の
略
称
と
し
て
「
商
議
所
」
な
る
語
が
使

用
さ
れ
て
い
る
と
覚
し
い
が
、
こ
れ
は
本
稿
で
採
り
上
げ
た
「
商

議
」
と
は
直
接
は
関
わ
ら
な
い
。
た
だ
「
協
議
」「
討
論
」
の
意
味

の
「
商
議
」
が
耳
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
こ
う
し
た
略
語

が
成
り
立
つ
と
も
言
え
よ
う
。
こ
れ
と
は
別
に
「
商
議
員
」
な
る
語

は
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
は
こ
れ
を

載
せ
な
い
。

（
８
）

他
に
夏
目
漱
石
の
作
品
中
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
返
事
（
へ
ん
じ
）
は

斯
（
こ
）
う
云
（
い
）
ふ
具
合
（
ぐ
あ
ひ
）
に
、
相
手
（
あ
ひ
て
）

と
自
分
（
じ
ぶ
ん
）
を
商
量
（
し
や
う
り
や
う
）
し
て
、
臨
機
（
り

ん
き
）
に
湧
（
わ
）
い
て
来
（
く
）
る
の
が
本
當
（
ほ
ん
た
う
）
だ

と
思
（
お
も
）
つ
て
ゐ
た
。」（
明
治
四
十
三
年
一
月
『
そ
れ
か
ら
』

三
一
四
頁
十
行
目
）、「
さ
う
し
て
始
（
は
じ
）
め
か
ら
取
捨
（
し
ゆ

し
や
）
も
商
量
（
し
や
う
り
や
う
）
も
容
（
い
）
れ
な
い
愚
（
お
ろ

か
）
な
も
の
ゝ
一
徹
（
て
つ
）
一
圖
（
づ
）
を
羨
（
う
ら
や
）
ん

だ
。」（
明
治
四
十
四
年
一
月
『
門
』
三
一
九
頁
十
三
行
目
）、「
彼

（
か
れ
）
は
お
延
（
の
ぶ
）
に
事
情
（
じ
じ
や
う
）
を
打
（
う
）
ち

明
（
あ
）
け
る
苦
痛
（
く
つ
う
）
と
、
お
秀
（
ひ
で
）
か
ら
補
助

（
ほ
じ
よ
）
を
受
（
う
）
け
る
不
愉
快
（
ふ
ゆ
く
わ
い
）
と
を
商
量

（
し
や
う
り
や
う
）
し
た
。」（
大
正
六
年
一
月
『
明
暗
』
三
五
五
頁

一
行
目
）
な
ど
と
「
商
量
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。（
自
分
一
人
で
）

「
あ
れ
こ
れ
と
考
え
る
」
に
加
え
て
、『﹇
漢
英
／
対
照
﹈
い
ろ
は
辞

典
』
に
も
そ
の
よ
う
に
み
え
る
が
、「
較
量
」、（
あ
れ
と
こ
れ
と
を
）

「
ハ
カ
リ
ミ
ツ
モ
ル
」（
明
治
三
十
九
年
七
月
刊
、
九
鬼
隆
誠
『
漢
語

熟
字
解
』
二
七
八
ウ
七
行
目
、「
商
量
」
の
項
）
と
い
う
意
味
合
い

が
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
覚
し
い
。
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